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航空機で病原体を運搬する手続き

○ 航空機による特定一種病原体等（BSL-4病原体）などの運搬については、国際民間航空機関
（ICAO）により発行された「航空機による危険物の安全輸送に関する技術指針」や、国内法令で
ある航空法等※により規制されている。

※ 航空法では、人に危害を与え、又は他の物件を損傷するおそれのあるものは、航空機で輸送してはいけないとされているが、例外として、
国土交通省告示等で定められた安全性に関する基準を満たす等の対応をとれば、病原体等も運搬することができるとされている。

○ 具体的には、以下の手続きを行えば、BSL-4病原体の航空機による運搬も可能である。

・ 落下試験、加圧試験などにより安全性に関する性能基準を満たすことを確認された国連規
格の容器により包装し、病原体等を運搬していることを示す表示等を行うこと（下図参照）
※ これは陸上輸送でも同様であるが、例えば旅客機の場合は感染性物質が50ml又は50g以下に制限されているなどの違いがある。

・ 航空会社所定の危険品申告書の作成、航空会社に対する搭載予定便等の事前通知な
ど、輸送実務に係る手続き

・ 外国から輸入する場合は、感染症法に基づき、BSL-4病
原体について厚生労働大臣による指定を受けること 等

○ 実際の運搬は、輸送事業者と行うこととなる。BSL-4病
原体の航空機による運搬は、これまで国内での実績が
ほとんどないこと※から、輸送事業者、規制当局等との事
前調整が必要である。

※ 1987年に国内で発生したラッサ熱患者の確定診断のためにサンプルが米国に
空輸されたことがある（山内「エボラ出血熱とエマージングウイルス」）。


	00.第5回連絡協議会次第
	01-1.【セット（案トレ）】（本文・工程表）国際的に脅威となる感染症対策の強化に関する基本計画
	【セット（案トレ）】280208ジカ修正 02-2①【資料２－２】【セット】（本文）（溶け込み）国際的に脅威となる感染症対策の強化に関する基本計画案（0204）
	【セット（案トレ）】02-2②【資料２－２（附表）】【セット】（工程表）国際的に脅威となる感染症対策の強化に関する基本計画案(0204) 

	01-2.【セット（案トレ）】（概要）国際的に脅威となる感染症対策の強化に関する基本計画  
	02.報告事項まとめ
	02-1.マラリア治療薬がエボラウイルス病にも
	02-2.ナイロビシンポジウム
	02-3.ルジョウイルスプレスリリース

	03.航空機で病原体を運ぶ件151221-1
	04.BSL-4予算
	05-1.国の関与
	05-2.長崎大学高度安全実験(BSL-4)施設の設置・運営を巡る現状
	06-1.地域との関係
	06-2.（28. 2.12）地域連絡協議体制３
	06-2-1.第１回国立感染症研究所村山庁舎施設運営連絡協議会資料2
	06-2-2.村山庁舎周辺自治会
	村山庁舎周辺自治会
	jitikai-map2


	06-2-3.第１回国立感染症研究所村山庁舎施設運営連絡協議会資料１
	06-3-1. 村山協議会
	06-3-2.地図
	
	②反対自治会の位置関係160119
	③ー２　坂本キャンパス周辺地図
	銭座(A3)
	村山庁舎周辺自治会
	jitikai-map2
	第１回村山庁舎施設運営連絡協議会資料２


	
	②反対自治会の位置関係160119
	③ー２　坂本キャンパス周辺地図
	銭座(A3)
	村山庁舎周辺自治会
	jitikai-map2
	第１回村山庁舎施設運営連絡協議会資料２



